新図書館等複合施設のあり方検討委員会のまとめ
　高知市立追手前小学校敷地に整備を予定している新図書館、新点字図書館、科学館（仮称）については、施設ごとに基本構想検討委員会を設置し、検討を進めてきた。

新図書館等複合施設のあり方検討委員会では、新しい建物が３施設の複合施設となることから、各施設の機能的な配置や連携した運営のあり方等について協議し、次のとおりとりまとめた。
施設の概要

１ 敷地面積　5,000㎡程度

２ 新図書館等複合施設　延べ床面積　17,800㎡

○新図書館　延べ床面積　15,000㎡

　開架スペース5,000㎡、書庫スペース4,400㎡、文化･会議･研修スペース 1,000㎡

管理スペース1,100㎡、共有スペース3,500㎡

○新点字図書館　延べ床面積　 800㎡（専用スペース）

　利用者スペース220㎡、図書製作スペース130㎡、書庫スペース330㎡

　 管理スペース120㎡

○科学館（仮称）　延べ床面積　1,500㎡（専用スペース）

　展示等スペース1,340㎡、プラネタリウム又はミニシアター 160㎡

○新点字図書館･科学館（仮称）にかかる共有スペース　500㎡

検討結果のまとめ

１　災害に強い施設

新図書館等複合施設は、不特定多数の利用者が利用する公共施設であり、災害に強い施設として整備し、災害時の避難場所としての役割を果たす必要がある。

２　ソフト機能も含めたユニバーサル・デザイン化
バリアフリー新法「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」や、それに伴う建築設計標準に基づいた施設整備はもちろんのこと、サービス提供などのソフト機能も含めてユニバーサル・デザイン化を図る必要がある。
なお、開館に向けてユニバーサル・デザイン化を推進するために、早い段階から３施設合同での検討会議の開催が望まれる。

３　３施設の持つネットワークの協働
新図書館の持つ情報ネットワーク、新点字図書館が取り組む視覚障害者情報総合ネットワーク、科学館（仮称）が構築する県内の自然科学系施設や公的研究機関等とのネットワークなど、これらのネットワークを協働することにより、その情報発信機能を高め、複合施設としての強みを発揮していく必要がある。
また、この複合施設は多くの多様な来館者が予想されることから、１階の総合案内の役割は重要であり、その機能を最大限発揮するためにも３施設の情報を一元化し共有することが求められる。
４　役割分担と相互補完の明確化
（役割分担等）

それぞれの役割・機能を発揮しながら、相互に施設の魅力を高めていく必要があり、そのための役割分担と相互補完が必要である。特に、新図書館と新点字図書館は、貸出やレファレンスなどの共通する業務を一本化するなどの方法について検討する必要がある。

（運営等）

運営にあたっては、共同責任の意識を持って取り組むとともに、全体をコーディネイトできる調整会議等の設置が求められる。
　　また、複合施設であることのメリットを活かし、３施設で会議室やその他のスペースを活用していくことが望ましい。
なお、各館の固有の業務のためのボランティアの育成だけでなく、その固有業務をつないでいくボランティアも必要である。さらに、そうしたボランティアを活用するためのコーディネーターの育成や配置が求められる。

５　施設の配置について
（１）新点字図書館

利用者の利便性と安全性を考慮し、１階への配置が望ましい。

（２）科学館（仮称）
　　　屋上の活用も検討していることから最上階への配置が望ましい。
（３）建築物等に関して
1 エントランスに施設の象徴的な工作物等の設置を検討されたい。
2 エントランスに子どもや高齢者、障害者などが気軽に相談できる総合案内の機

能を持たせる必要がある。

3 入口付近に交流スペースを設け、視覚障害者等のための日常生活用具の展示等のスペースを検討されたい。

4 明るい外観、高知特有の植物の植栽などの工夫が求められる。
６　愛称について

新図書館、新点字図書館、科学館（仮称）各施設の名称だけでなく、施設全体を総称した愛称を検討する必要がある。
７　複合施設のＰＲ活動について
整備スケジュールや整備状況、開館後の各館の特色あるサービス内容等を県民市民に分かりやすくＰＲしていく必要がある。
また、ＰＲ方法においては、新聞やテレビなどマスコミを活用した広報をはじめ、障害者がアクセスしやすいホームページ※１の開設など工夫が求められる。特に新点字図書館のＰＲについては、創意工夫することが必要である。

※１（拡大文字や読み上げができるテキストによるサービスの提供など）
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